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飯田から品川（東京）までは約４５分、
名古屋までは約２５分で移動できる
こととなるリニア中央新幹線。
２０２７年の開業後には、人々の暮らし
方や働き方はどのように変わるので
しょうか。
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開業まで
あと８年

 　リニア
中央新幹

線

２０２７年のリニア中央新幹線開業まであと８年。
さらに事業が具体化していく２０１９年を迎えるに当たり、
２０１８年に進めてきた主なリニア関連事業を振り返ります。

事業用地については、補償物件調査と、調査が
完了した方への説明を順次進めています。
代替地整備については、関係する皆さんにご協
力いただき、地権者や移転対象者の皆さまのご
意向を確認しながら、整備計画の策定を進めてい
ます。
移転をお願いする皆さまのご理解・ご協力をい

ただけるよう、引き続き丁寧な説明と寄り添った
対応に努めて参ります。
リニア駅周辺整備基本
設計については、リニア
駅周辺整備デザイン会
議や市民ワークショップ
を開催し、策定を進めて
います。

リニア事業は、移転をお願いする皆さんをはじめとする多くの関係する方々
のご理解とご協力があってこそ進めることができる事業です。事業に対する
ご不安やご心配を払拭できるよう、今後も市として関係者の皆さんに寄り添
いつつ、しっかりと対応していきます。

トンネルではない区間では、用地測量、補償物
件調査が進められています。一方、トンネル区間で
は、中央アルプストンネル松川工区のトンネル掘
削に向けて、鼎切石の妙琴公園内やさるくらモー
タースポーツランド付近で準備工事が進められて
います。
トンネル掘削などによる発生土置き場について
は、現在、下久堅小林地区と龍江番入寺地区の２カ
所が予定されており、安全性に最大限配慮した造
成計画の立案に向け調整が進められています。
高架橋区間の環境対策として関係する皆さん

から強い要望のある天竜川付近の防音防災フー
ドについては、住環境への影響が極力小さくなる
よう、設置に向けてＪＲ東海に対し引き続き要望・
調整して参ります。
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機能的でシンボルとなる大屋根
長野県内各地の木材を使用し、日本の伝統技術

である「木格子」で木製の大屋根を構築します。こ
の大屋根は南北の駐車場や各施設をつなぐように
配置し、天候に左右されな
い空間を作ることで、コミュ
ニティ活動や人形劇などの
市民活動の場にもなります。

乗り換えしやすい交通広場
座光寺スマートインターチェンジや、ＪＲ飯田線
乗換新駅（検討中）の予定地に近い北口交通広場
には、路線バスや高速バスなどの公共交通を集
約。南口には、地域の日常的な利用に対応した乗
降・駐車スペースを設けます。また、自動運転など
将来の新技術に対応できる可変性を備えた計画
とします。

リニア駅周辺整備につ
いては、学識者や駅計画地
域の代表、各種団体の代
表などで構成されるリニ
ア駅周辺整備デザイン会
議や、高校生から年配の方
まで幅広い年齢層の方々
にご参加いただいた市民
ワークショップなどで検討
を重ねてきましたが、これ
らの検討結果を踏まえた
現在の計画案は左図のと
おりとなっています。

▲模型

リニア駅のシンボルとなる大屋根リニア駅のシンボルとなる大屋根
北口交通広場北口交通広場

南口乗降場と駐車場南口乗降場と駐車場 魅力発信施設魅力発信施設

高架下空間高架下空間

自然があふれる空間自然があふれる空間

北口駐車場

北口エントランス広場

フットパス

コミュニティ広場
調整池

交流広場

乗換新駅（予定地）乗換新駅（予定地）
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高架下空間・魅力発信施設
高架下にはインフォメーションや待合施設を設
置し、伝統文化の展示や駅の外の飯田の風景が玄
関口となって、駅の利用者を最初に迎え入れます。
改札を起点に、南北の乗降場や駐車場へ段差なく
つながる構成としています。
高架下、南北の交流広場周辺には、飯田や伊那
谷、長野県の魅力を発信する施設を配置します。
この魅力発信施設は、駅の周辺と調和した施設規
模となるよう、大規模施設ではなく、小規模の施設
が分散するように配置します。
これらの空間では、地域の魅力の体験や紹介を
通じて、来訪者が各地を訪問したくなる仕掛けを
つくるほか、店舗やフリースペースなど、天候に左
右されずに地域の皆さんが集まることができる
「みんなの広場」を創出します。

自然があふれる空間
地域の木や草花の植栽、水を生かした風景の配
置により、伊那谷らしい自然景観を醸し出すととも
に、雨水流出の抑制、夏季の気温低減など環境と
調和した「グリーンインフラ」の整備を進め、多様
な使い方が可能な空間を目指します。
また、木製の大屋根には太陽光パネルを設置

し、再生可能エネルギーなどを導入します。さら
に、木質チップやペレットなどの地域の森林資源を
活用し、エネルギーの域産域消に取り組みます。

リニア本体工事関連
リニア駅周辺整備事業関連
用地関連

リニア推進課　内線３３２２
リニア整備課　内線３３３２
リニア用地課　内線３３５１

………………
………

……………………………

中央アルプストンネル松川工区では、工事ヤードの造成、工事用仮桟橋の設置などの準備工事がさらに進められま
す。工事による生活環境への影響を最小限にとどめるよう、引き続き事業者側と調整して参ります。
駅部や高架橋区間では、用地取得に向けた協議と手続きを進めて参ります。代替地整備に関しては、２０１９年度よ

り、代替地整備に伴う道路拡幅工事、用地取得、造成工事に着手する予定です。
また、駅周辺整備の計画案などを盛り込んだ「リニア駅周辺整備基本設計」を策定します。その後、基本設計をより
具体化させた「リニア駅周辺整備実施設計」の検討に着手します。基本計画の整備コンセプトに基づき、飯田を訪れ
る人はもとより、地域にとっても魅力ある駅空間となるよう進めて参ります。
今後も事業の進捗状況に応じて説明会などを設け、多くの方から随時ご意見を伺うとともに、市民の皆さんと情報
共有を図りながら事業を進めて参ります。

駅周辺整備の
イメージ動画を

Ｙｏｕｔｕｂｅで公開中！
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専用ゴーグルを着けてＶＲ（仮想現実
）体験

地域の方と一緒に給食（丸山保育園） 開所式でのテープカット

霜月祭で最も盛り上がる「湯切り」

ダンスや歌で会場を盛り上げた「ワールドステージ」

面（おもて）と大勢の見学者

意見・提案を発表する高校生

１１月中旬から下旬にかけて、市内の各保育園で
収穫祭が行われました。大切に育ててきたサツマイ
モで焼き芋を作ったり、畑の作業に協力してくれた地
域の方々を招待して一緒に給食を食べたりしました。

老朽化により建替工事を行っていた飯田荘が、愛
称「ゆとぴいいだ」として１１月１９日に開所しまし
た。介護予防教室などを開催する介護予防拠点施
設（愛称「おまめでサロン」）も併設されています。

これまで検討を重ねてきたリニア
駅周辺整備計画についての現状説明
と意見交換会を１２月２日に行いまし
た。説明会開始前には、駅周辺のＶＲ
（仮想現実）体験も実施しました。
説明会では、現状説明と講師によ

る講演のほか、リニア駅や駅周辺の
利用に関して高校生が自ら考えた意
見・提案の発表や、一般の参加者も交
えた意見交換を行いました。

遠山地域の伝統の祭り「遠山の霜月
祭」が、地域内の９つの神社で１２月１日
から１５日に行われ、真冬の冷え込む時
期にもかかわらず多くの見学者で賑わ
いました。
昼間から神事が始まり、真夜中まで

笛などの演奏や舞が次々と奉納されま
した。釜で煮え立つ湯を素手ではじく
「湯切り」や、神々を表す面（おもて）の
登場に、見学者から大きな歓声があが
り、社殿内は熱気に包まれました。

１２月９日、飯田国際交流の夕べが行われ、飯田下伊
那で暮らす外国籍の方をはじめ、地域の方々が大勢訪
れました。参加各国に伝わるダンスや歌を披露する
「ワールドステージ」や、伝統料理などを試食できる
「ワールドキッチン」などを通して楽しく交流しました。

さまざまな料理を味わえる「ワールドキッチン」

みんなで駅前空間を考える

楽しみながら交流を

リニア駅周辺整備に関する市民説明会遠山の霜月祭

飯田国際交流の夕べ
保育園での収穫祭
収穫の秋をお祝い

飯田荘・介護予防拠点施設
装い新たに開所

本格的な冬の到来
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「ワールドキッチン」などを通して楽しく交流しました。

さまざまな料理を味わえる「ワールドキッチン」

みんなで駅前空間を考える

楽しみながら交流を

リニア駅周辺整備に関する市民説明会遠山の霜月祭

飯田国際交流の夕べ
保育園での収穫祭
収穫の秋をお祝い

飯田荘・介護予防拠点施設
装い新たに開所

本格的な冬の到来
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市 

長

　牧
野
光
朗

助産師になりたい

感
動
し
た
こ
と

最
近
、
こ
ん
な
記
事
を
目
に

し
ま
し
た
。
な
ん
で
も
、
ア
メ

リ
カ
で
１３
万
人
の
人
を
２０
年
間

追
跡
し
た
調
査
で
、
１
日
の
余

暇
を
６
時
間
以
上
座
っ
て
過
ご

す
人
は
、
３
時
間
以
内
の
人
に

比
べ
早
期
死
亡
の
危
険
が
１９
％

増
す
と
い
う
の
で
す
。

実
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
２
０

１
１
年
に
世
界
に
先
駆
け
、「
座

り
す
ぎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
題

し
、
１
日
の
就
業
時
間
中
２
時

間
（
理
想
は
４
時
間
）
は
座
る

時
間
を
減
ら
す
よ
う
に
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
同
様
の
研
究

結
果
が
発
表
さ
れ
、
１
日
８
〜

１１
時
間
座
っ
て
い
る
人
で
１５
％
、

１１
時
間
以
上
座
っ
て
い
る
人
で

４０
％
の
総
死
亡
リ
ス
ク
の
増
加

が
あ
る
そ
う
で
す
。
し
か
も
こ

の
リ
ス
ク
は
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保

健
機
関
）
が
推
奨
す
る
日
々
の

運
動
を
し
て
も
消
え
な
い
と
の

こ
と
で
、
運
動
し
て
い
る
か
ら

１
日
座
り
っ
ぱ
な
し
で
も
大
丈

夫
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

座
り
過
ぎ
が
関
与
す
る
病
気

と
し
て
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
は
て
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
自
殺
ま
で

多
岐
に
わ
た
る
そ
う
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
対

し
、
日
頃
の
注
意
事
項
と
し
て
、

た
ば
こ
や
お
酒
を
控
え
、
魚
や

野
菜
を
食
べ
て
、
運
動
し
ま
し

ょ
う
と
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
と
に
か

く
座
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
、
と
い
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。シ

ド
ニ
ー
大
学
の
研
究
で
は
、

日
本
人
の
平
均
座
位
時
間
は
７

時
間
と
、
残
念
な
が
ら
対
象
２０

カ
国
の
中
で
最
も
長
か
っ
た
そ

う
で
す
。
た
だ
、
い
ま
私
た
ち

の
中
で
、
急
に
座
る
時
間
を
減

ら
す
の
は
難
し
い
方
も
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
方
に
は
、

先
の
研
究
で
は
、
３０
分
か
ら
１

時
間
に
１
回
は
、
３
分
ほ
ど
歩

き
回
る
と
い
い
そ
う
で
す
。
ち

ょ
っ
と
し
た
日
々
の
気
晴
ら
し

が
、
実
は
健
康
寿
命
に
と
っ
て

大
事
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

座
っ
て
い
る
時
間
が
長
い
人
は
、

先月の 野口次郎 さん（丸山）からのリレー

み
さ
わ

と
も
ひ
こ

三
沢
朋
彦
さ
ん
（
伊
賀
良
）

そ
の
１６８

エ
ス
・
バ
ー
ド
の
「
共
創
の
場
」

　
こ
れ
ま
で「
産
業
振
興
と

人
材
育
成
の
拠
点
」と
し
て

改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

た
旧
飯
田
工
業
高
校
施
設
の

愛
称
が「
エ
ス・バ
ー
ド
」に
決

ま
り
、こ
こ
に
公
益
財
団
法

人
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン

タ
ー
が
全
面
移
転
し
て
１
月

４
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま

す
。２
０
２
７
年
開
業
予
定

の
リ
ニ
ア
駅
に
近
く
、周
り
は

豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
育
ま

れ
た
里
山
と
い
う
大
変
恵
ま

れ
た
立
地
に
あ
る
こ
の
拠
点

に
は
、今
後
多
く
の
人
材
が

集
い
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
発
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
エ
ス・バ
ー
ド
の

エ
ス（
Ｓ
）は
、南
信（South 

Shinshu

）や
信
州（Shinshu

）

の
頭
文
字
と
の
こ
と
で
す
が
、

私
と
同
年
代
の
皆
さ
ん
は
テ

レ
ビ
番
組「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

（THU
N
D
ERBIRD

S

）」を
連

想
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か（
英
語
の
頭
文
字
は

厳
密
に
は
Ｔ
で
す
が
）。近
未

来
、秘
密
基
地
か
ら「
１
号
」

や「
２
号
」の
救
助
機
を
発
進

さ
せ
、世
界
の
人
々
を
事
故

や
災
害
か
ら
救
う
特
撮
人
形

劇
で
す
が
、子
ど
も
の
頃
、こ

の
番
組
を
見
て
ワ
ク
ワ
ク
し
、

救
助
機
の
プ
ラ
モ
デ
ル
で
遊

ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　
エ
ス・バ
ー
ド
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
創
造
的
活
動
を
行
え
る

よ
う「
共
創
の
場
」を
設
置
し

て
い
ま
す
。こ
こ
が
多
く
の
皆

さ
ん
の
利
活
用
に
よ
り
、リ
ニ

ア
時
代
に
向
け
て
ワ
ク
ワ
ク

す
る
拠
点
に
な
る
こ
と
を
祈

念
し
て
い
ま
す
。

「『
じ
っ
く
り
』
と
『
ゆ
っ
く
り
』
は

ど
う
使
い
分
け
る
の
？
」

海
外
出
身
で
こ
の
地
域
に
生
活
す
る

方
々
と
日
本
語
を
勉
強
す
る
活
動
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
今
年
で
２０

年
が
経
過
し
た
。
実
に
多
く
の
人
々
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
教
え

る
こ
と
よ
り
学
ぶ
こ
と
の
方
が
は
る
か

に
多
い
。
我
々
が
日
常
当
た
り
前
に
使

っ
て
い
る
日
本
語
も
、「
あ
あ
、
そ
う
い

う
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
の
か
」
と
い
ま
だ

に
発
見
が
あ
る
。
ま
た
、
考
え
方
や
物

事
の
捉
え
方
な
ど
で
も
、「
こ
れ
が
世
界

の
常
識
か
」
と
、
時
に
日
本
人
的
常
識

を
恥
ず
か
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

反
対
に
、
日
本
独
特
の
考
え
方
や
こ
だ

わ
り
の
中
に
は
誇
れ
る
も
の
も
当
然
あ

る
。こ

れ
ま
で
の
生
活
の
背
景
が
全
く
違

う
方
々
と
の
交
流
は
お
互
い
に
新
し
い

発
見
と
感
動
の
連
続
で
あ
る
。

はせべ かずき

長谷部和希 さん
（上久堅小６年）

私は将来助産師になりたいです。赤ちゃ
んが好きだし、人を助ける仕事をしたいか
らです。
赤ちゃんがどのようにできてどのように
育つのかを調べたり、「タッチケア」とい
うものについて調べたりしました。「タッ
チケア」とは、赤ちゃんに自分のことを慣れてもらったり、落
ち着いてもらったりするために、お腹や手足を優しくさわって
あげるものです。調べたらますます助産師になりたいと思いま
した。今は、大学進学を目指して日々勉強をがんばりたいです。

つきおか かつあき
市立病院　心臓血管外科

月岡勝晶  医師

早
死
に
？

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

今回私は、「遠山郷エコ・ジオパークフィー
ルドスタディ」に参加しました。参加のきっかけ
は、地域創生に興味があったためです。フィー
ルドワークに参加するのは初めてでしたので、
不安を抱えながらの参加でしたが、たくさんの
貴重な経験ができました。
私は霜月祭りについて調査しました。地域

の神社を訪ね、お話を伺う中で、地域の方々と
交流することができ、神社やお祭り以外のこと
も生き生きと楽しそうにたくさんお話ししてい
ただき、すごく温かい気持ちになりました。地
域の方とのお話を通して、ご自分が住んでい
る場所のことをとても好きなんだなと感じまし
た。また、地域の方同士がお互いに思いやりを
持って接していることが伝わってきました。
また、地元の高校生とも一緒に活動しまし

たが、フィールドワークに積極的に取り組む高
校生の姿勢に驚きました。一緒に参加してい
た高校の先生に伺ったところ、普段の授業で
もフィールドワークを行っていると聞き、教育
面でも飯田は優れていると感じました。
人や自然がとても良い飯田を必ずまた訪れ

たいと思いました。たくさんの方に飯田を訪ね
てもらうために、自分にもできることはない
か、今後の課題にしていきたいと思います。

フィールドワークの発表会

遠山郷エコ・ジオパー
クフィールドスタディ

浦谷 歩
京都外国語大学国際貢献学部１年次

（滋賀県守山市出身）
うらたに あゆみ

No.６４
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記
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を
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に

し
ま
し
た
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で
も
、
ア
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で
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万
人
の
人
を
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た
調
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で
、
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の
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６
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間
以
上
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す
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は
、
３
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以
内
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に
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亡
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危
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が
１９
％

増
す
と
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業
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４
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。
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も
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の
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果
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表
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、
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日
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時
間
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て
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る
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で
１５
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、
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間
以
上
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で
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の
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亡
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が
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そ
う
で
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も
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Ｈ
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機
関
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が
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る
日
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の

運
動
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も
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え
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と
の
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と
で
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動
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て
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る
か
ら

１
日
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ぱ
な
し
で
も
大
丈

夫
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

座
り
過
ぎ
が
関
与
す
る
病
気

と
し
て
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
は
て
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
自
殺
ま
で

多
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に
わ
た
る
そ
う
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
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し
、
日
頃
の
注
意
事
項
と
し
て
、
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と
い
わ
れ
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の
で
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の
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で
は
、

日
本
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の
平
均
座
位
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間
は
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と
、
残
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な
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対
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国
の
中
で
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も
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で
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。
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だ
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ち
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で
、
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座
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時
間
を
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は
難
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も
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な
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に
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、
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で
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ま
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る
時
間
が
長
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は
、
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と
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エ
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バ
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ド
の
「
共
創
の
場
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こ
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業
振
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と
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の
拠
点
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し
て

改
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工
事
が
進
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ら
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て
き

た
旧
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工
業
高
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の
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エ
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決
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団
法
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・
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が
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面
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て
１
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を
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し
ま
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開
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予
定
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あ
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が
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、
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と
『
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は

ど
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使
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分
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る
の
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外
出
身
で
こ
の
地
域
に
生
活
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る

方
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と
日
本
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を
勉
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る
活
動
に
参
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だ
い
て
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ら
今
年
で
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経
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た
。
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多
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と
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と
が
で
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が
、
教
え

る
こ
と
よ
り
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に
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ま
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。
ま
た
、
考
え
方
や
物

事
の
捉
え
方
な
ど
で
も
、「
こ
れ
が
世
界

の
常
識
か
」
と
、
時
に
日
本
人
的
常
識

を
恥
ず
か
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

反
対
に
、
日
本
独
特
の
考
え
方
や
こ
だ

わ
り
の
中
に
は
誇
れ
る
も
の
も
当
然
あ

る
。こ

れ
ま
で
の
生
活
の
背
景
が
全
く
違

う
方
々
と
の
交
流
は
お
互
い
に
新
し
い

発
見
と
感
動
の
連
続
で
あ
る
。

はせべ かずき

長谷部和希 さん
（上久堅小６年）

私は将来助産師になりたいです。赤ちゃ
んが好きだし、人を助ける仕事をしたいか
らです。
赤ちゃんがどのようにできてどのように
育つのかを調べたり、「タッチケア」とい
うものについて調べたりしました。「タッ
チケア」とは、赤ちゃんに自分のことを慣れてもらったり、落
ち着いてもらったりするために、お腹や手足を優しくさわって
あげるものです。調べたらますます助産師になりたいと思いま
した。今は、大学進学を目指して日々勉強をがんばりたいです。

つきおか かつあき
市立病院　心臓血管外科

月岡勝晶  医師

早
死
に
？

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

今回私は、「遠山郷エコ・ジオパークフィー
ルドスタディ」に参加しました。参加のきっかけ
は、地域創生に興味があったためです。フィー
ルドワークに参加するのは初めてでしたので、
不安を抱えながらの参加でしたが、たくさんの
貴重な経験ができました。
私は霜月祭りについて調査しました。地域

の神社を訪ね、お話を伺う中で、地域の方々と
交流することができ、神社やお祭り以外のこと
も生き生きと楽しそうにたくさんお話ししてい
ただき、すごく温かい気持ちになりました。地
域の方とのお話を通して、ご自分が住んでい
る場所のことをとても好きなんだなと感じまし
た。また、地域の方同士がお互いに思いやりを
持って接していることが伝わってきました。
また、地元の高校生とも一緒に活動しまし

たが、フィールドワークに積極的に取り組む高
校生の姿勢に驚きました。一緒に参加してい
た高校の先生に伺ったところ、普段の授業で
もフィールドワークを行っていると聞き、教育
面でも飯田は優れていると感じました。
人や自然がとても良い飯田を必ずまた訪れ

たいと思いました。たくさんの方に飯田を訪ね
てもらうために、自分にもできることはない
か、今後の課題にしていきたいと思います。

フィールドワークの発表会

遠山郷エコ・ジオパー
クフィールドスタディ

浦谷 歩
京都外国語大学国際貢献学部１年次

（滋賀県守山市出身）
うらたに あゆみ

No.６４

２０１９.１.１［広報いいだ］9
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「
平
成
３１
年
度
大
学
入
学
者

選
抜
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
」
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
試
験
当
日
は
、
試
験
場
周
辺

の
道
路
で
受
験
生
の
送
迎
に
よ

る
交
通
渋
滞
の
発
生
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
静
穏
な
環
境
で
試
験

が
円
滑
に
実
施
で
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
試
験
日

１
月
１９
日
㈯
・
２０
日
㈰

▼
試
験
場

飯
田
高
等
学
校

▼
問
い
合
わ
せ

信
州
大
学

学
務
部　
入
試
課

☎
0
2
6
3（
３
７
）2
1
9
2

セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
へ

の
ご
協
力
の
お
願
い

　
通
学
路
に
面
し
た
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
倒
壊
し
て
被

害
が
発
生
す
る
の
を
防
止
す
る

た
め
、
除
却
な
ど
に
対
し
て
工

事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
の
構
造
物

高
さ
1.0
ｍ
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
（
補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
や
組
積
造
の

塀
な
ど
）
で
、
損
傷
、
腐
食
、

そ
の
他
の
劣
化
が
進
み
、
倒

壊
に
よ
り
通
行
人
な
ど
に
危

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
も

の
▼
対
象
の
工
事

○
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を

除
却
す
る
工
事

○
除
却
後
、
こ
れ
に
代
わ
る
フ

ェ
ン
ス
や
生
垣
な
ど
を
設
置

す
る
工
事

▼
補
助
す
る
額

次
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の

２
分
の
１
の
額
。
た
だ
し
、

限
度
額
は
１０
万
円
。

○
対
象
工
事
に
要
す
る
費
用

○
除
却
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長

さ
に
、
１
ｍ
あ
た
り
１
万
６

千
円
を
乗
じ
た
額

▼
手
続
き
の
流
れ

現
地
調
査
で
状
況
確
認
を
し

て
か
ら
手
続
き
に
入
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
受
付
は
１
月
以
降
で
す
。

○
こ
の
補
助
事
業
は
２
０
２
０

年
度
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

○
平
成
３０
年
６
月
１８
日
以
降
に

す
で
に
除
却
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
計
画
課　
建
築
指
導
係

内
線
3
7
7
5

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
除
却
に
対
す
る
補
助

　
働
く
こ
と
や
地
域
に
つ
い
て

学
び
、
そ
れ
を
学
校
や
地
域
で

第
１３
回
飯
田
市
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
活
動
に
生
か
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
「
結
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
育
成
講
座
」
に
参
加
し
て

い
る
市
内
の
中
学
校
の
代
表
生

徒
１２
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

体
験
学
習
や
遠
山
郷
で
の
農
業

宿
泊
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
踏
ま
え
、
働
く
こ
と
の
意

味
や
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
発
表
し
、
会
場
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　
司
会
、
会
場
設
営
、
受
付
な

ど
の
運
営
も
、
生
徒
た
ち
が
全

面
的
に
行
い
ま
す
。

▼
日
時

１
月
２７
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時
３０
分

受
付
／
午
後
０
時
３０
分
～

▼
場
所

鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
活
動
発
表

◦
結
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

◦
浜
井
場
小
学
校
５
年
生

◦
松
川
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部

○
フ
ォ
ー
ラ
ム　

◦
テ
ー
マ

自
分
ら
し
い
生
き
方
の
実
現

～
地
域
社
会
に
関
わ
る
生
き

方
に
つ
い
て
考
え
る
～

※「
働
く
こ
と
」、「
地
域
と
関

わ
る
こ
と
」
、
さ
ら
に
は

「
今
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

地
育
力
向
上
係

内
線
3
7
4
3
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平
成
３０
年
中
に
給
与
・
賃
金

な
ど
の
支
払
い
が
あ
っ
た
事
業

主
の
方
（
会
社
な
ど
）
は
、
従

業
員
（
受
給
者
）
が
、
平
成
３１

年
１
月
１
日
現
在
居
住
し
て
い

る
市
区
町
村
に
、「
給
与
支
払

報
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
報
告
対
象
と
な
る
従
業
員

平
成
３０
年
中
に
給
与
な
ど
を

支
払
っ
た
全
て
の
従
業
員

※
青
色
事
業
専
従
者
、
中
途
退

職
者
、
短
期
雇
用
者
（
パ
ー

ト
、
臨
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
）
も
含
み
ま
す
。

▼
提
出
の
際
の
注
意
点

平
成
３０
年
度
か
ら
、
原
則
全

て
の
事
業
主
に
、
従
業
員
の

市
・
県
民
税
を
給
与
か
ら
天

引
き
す
る
、
特
別
徴
収
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本

人
が
直
接
納
付
す
る
普
通
徴

収
の
対
象
者
が
い
る
場
合
は
、

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
」

を
「
給
与
支
払
報
告
書
」
と

一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

従
業
員
が
平
成
３１
年
１
月
１

日
現
在
居
住
す
る
住
所
地
の

市
区
町
村

▼
提
出
期
限　

１
月
３１
日
㈭

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
地
方
税
電
子
化
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
市
民
税
係

内
線
５
１
６
７

平
成
３１
年
度

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

　
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
市
内
の

償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
、
１

月
末
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
３０
年
１２
月
上
旬
に
、
平

成
３１
年
度
償
却
資
産
申
告
書
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
申
告
書

に
同
封
の
「
償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
の
申
告
の
手
引
」
を

参
考
に
、
期
限
内
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場

合
や
、
昨
年
と
変
更
が
な
い

平
成
３１
年
度
固
定
資
産

税
の
償
却
資
産
の
申
告

場
合
も
、
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
償
却
資
産
と
は

事
業
を
営
む
個
人
や
法
人
が
、

そ
の
事
業
に
使
用
す
る
た
め

に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
運
搬
具
、
器
具
、
備

品
な
ど
の
事
業
用
資
産
を
い

い
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
や
、
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
る
も
の

は
除
き
ま
す
。

○
償
却
資
産
の
一
例

広
告
塔
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
農
機
具
類

（
小
型
特
殊
自
動
車
は
除
く
）、

門
な
ど
の
外
構
、
駐
車
場
な

ど
の
舗
装
路
面
、
太
陽
光
発

電
設
備
な
ど

▼
申
告
書
に
つ
い
て

事
業
開
設
届
や
調
査
を
基
に

償
却
資
産
申
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
で
償
却
資
産
申
告

書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
方

は
、
税
務
課
資
産
税
家
屋
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

告
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
提
出
先

税
務
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー

▼
申
告
期
限

１
月
３１
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課

資
産
税
家
屋
係

内
線
5
1
7
8

　
工
業
課
お
よ
び　
南
信
州
・

飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所

は
「
産
業
振
興
と
人
材
育
成
の

拠
点
」
に
移
転
し
ま
す
。
来
所

さ
れ
る
際
な
ど
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
新
事
務
所
の
場
所

座
光
寺
3
3
4
9
︱
１

産
業
振
興
と
人
材
育
成
の
拠

点
「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」（
旧

飯
田
工
業
高
校
）

※
電
話
・
F
A
X
番
号
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

▼
新
事
務
所
の
開
所
日

　
１
月
４
日
㈮

※
旧
事
務
所
は
閉
鎖
と
な
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
工
業
課

☎
0
2
6
5（
２
２
）5
6
4
4

○　
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン

タ
ー

☎
0
2
6
5（
５
２
）1
6
1
3

工
業
課
、
南
信
州
・
飯

田
産
業
セ
ン
タ
ー
移
転

１月１５日号は休刊です
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市
で
は
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

に
係
る
費
用
の
約
半
分
を
助
成

し
て
い
ま
す
が
、
助
成
期
間
の

終
了
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期

間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
約
8
0
0
0
円
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
早
め
に
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象

６５
歳
以
上
の
方
（
今
年
度
６５

歳
に
な
る
方
を
含
む
）

※
今
年
度
６５
歳
に
な
る
方
は
６５

歳
の
誕
生
日
を
待
た
ず
に
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
助
成
期
限

　
２
月
２８
日
㈭

▼
自
己
負
担
額

4
0
0
0
円

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
（
ニ
ュ
ー

モ
バ
ッ
ク
ス
）
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

そ
の
際
助
成
を
受
け
た
か
ど

う
か
に
か
か
わ
ら
ず
助
成
対

象
外
で
す
。

※
予
診
票
は
既
に
送
付
し
て
あ

り
ま
す
が
、
紛
失
な
ど
で
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
再
発
行

し
ま
す
の
で
保
健
課
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課

　
健
康
推
進
係

　
内
線
５
５
１
３

大
人
の
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
費
用
の
助
成

　
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
高
額
療
養

費
の
支
給
申
請
手
続
き
に
は
、

該
当
す
る
医
療
機
関
な
ど
の
領

収
書
が
必
要
で
す
。
領
収
書
が

無
い
場
合
、
支
払
い
の
証
明
が

で
き
ず
支
給
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
３０
年
１１
月
・
１２
月
に
高

額
な
医
療
費
を
ご
負
担
さ
れ
た

方
は
、
事
前
に
高
額
療
養
費
の

支
給
申
請
を
し
て
か
ら
所
得
申

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
課　
国
保
係

内
線
５
５
２
２

所
得
申
告
前
に
高
額
療

養
費
の
支
給
申
請
を

　
美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化

芸
術
活
動
の
発
表
の
場
で
す
。

平
成
３１
年
度
の
抽
選
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
飯
田
下
伊
那
に
住
所
が
あ
る

個
人
ま
た
は
団
体

○
自
然
・
人
文
・
美
術
お
よ
び

文
化
芸
術
に
関
す
る
創
造
活

動
を
発
表
す
る
方

▼
使
用
で
き
る
期
間　

６
日
間
の
使
用
が
原
則

※
使
用
で
き
る
範
囲
は
美
術
博

美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
場
使
用
抽
選
会

　
今
年
は
竹
田
人
形
館
が
開
館

２０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
プ

レ
企
画
と
し
て
竹
田
喜
之
助
展

を
開
催
し
ま
す
。
精
巧
で
品
の

あ
る
竹
田
喜
之
助
の
人
形
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
（
現
在
の

E
テ
レ
）
の
初
期
に
数
多
く

登
場
し
て
い
ま
し
た
。「
三
国

志
」
と
は
一
味
違
っ
た
糸
操
り

人
形
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
期
間

１
月
１９
日
㈯
～
２
月
２４
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
６
時
３０
分

（
毎
週
水
曜
日
休
館
・
入
館

受
付
午
後
６
時
ま
で
）

川
本
人
形
美
術
館

竹
田
喜
之
助
展

▼
場
所

川
本
人
形
美
術
館
３
階

ス
タ
ジ
オ

▼
入
館
料

大
人　
　
　
4
0
0
円

小
中
高
生　
2
0
0
円

※
小
中
高
生
は
、
い
い
だ
人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
8
の
ワ

ッ
ペ
ン
の
提
示
で
入
館
無
料

で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

川
本
人
形
美
術
館

☎
0
2
6
5（
２
３
）3
5
9
4

　
中
央
ア
ル
プ
ス
県
立
公
園
の

国
定
公
園
化
に
係
る
住
民
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
公
園
内
に

土
地
を
お
持
ち
の
方
、
公
園
内

中
央
ア
ル
プ
ス
県
立
公
園

国
定
公
園
化
説
明
会

で
事
業
を
営
む
方
、
国
定
公
園

化
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

１
月
２８
日
㈪

午
後
６
時
～

（
約
１
時
間
）

▼
場
所

飯
田
合
同
庁
舎
３
階
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ

南
信
州
地
域
振
興
局

環
境
課

☎
0
2
6
5（
５
３
）0
4
3
4

物
館
で
設
定
し
ま
す
。

▼
使
用
料
な
ど

○
使
用
料　
２
５
０
０
円
／
日

○
冷
暖
房
費　
７
５
０
円
／
日

▼
抽
選
会
日
時

２
月
３
日
㈰

午
前
１０
時
～

▼
抽
選
会
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

商
工
観
光
課　
就
業
支
援
員

☎
０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１
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飯
田
運
動
公
園
の
県
営
野
球

場
、
多
目
的
広
場
、
弓
道
場
に

つ
い
て
、
平
成
３１
年
度
の
利
用

申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
始
め

ま
す
。

▼
一
斉
受
付
・
抽
選

○
日
時

１
月
２９
日
㈫

午
後
７
時
～
８
時

※
午
後
７
時
か
ら
１
回
目
の
抽

選
を
行
い
ま
す
。

○
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
３
階

Ｃ
３
１
１
・
３
１
２
会
議
室

※
利
用
許
可
書
の
郵
送
を
ご
希

望
の
方
は
、
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
一
斉
受
付
日
以
降
は
、
通
常

ど
お
り
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
課
窓
口
に
て
、
平
日
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５

分
の
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
３
３

飯
田
運
動
公
園
県
営
施
設

利
用
申
込
の
受
付
開
始

　
飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
」

の
支
援
と
し
て
、
書
き
そ
ん
じ

ハ
ガ
キ
を
集
め
、
発
展
途
上
国

の
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

人
々
へ
の
教
育
支
援
活
動
に
役

立
て
て
い
ま
す
。
1
枚
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
教
育
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

世
界
に
は
、
貧
困
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
、
学
校

に
通
え
な
い
子
ど
も
が
約

５
８
０
０
万
人
、
学
校
に
行

け
な
か
っ
た
た
め
文
字
の
読

み
書
き
が
で
き
な
い
大
人
は

約
７
億
８
１
０
０
万
人
も
い

ま
す
。
世
界
の
成
人
の
お
よ

そ
６
人
に
１
人
は
読
み
書
き

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
ハ
ガ
キ
が
文
房
具
に

１
枚
の
ハ
ガ
キ
が
、
ネ
パ
ー

ル
で
は
鉛
筆
７
本
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
ノ
ー
ト
２
冊

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
１１
枚
の
ハ
ガ
キ

で
、
１
人
が
１
カ
月
学
校
に

通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間

３
月
１
日
㈮
ま
で

▼
受
付
方
法

市
役
所
受
付
、
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
課
、
り
ん
ご
庁
舎

市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民

館
、
図
書
館
へ
お
届
け
く
だ

さ
い
。
な
お
市
内
の
小
・
中

学
校
で
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
。

※
収
集
す
る
の
は
投と

う
か
ん函
前
の
は

が
き
に
限
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
3
7
4
2

　
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
扶
養
の
範
囲
内
で
の
働
き

方
や
、
働
き
た
い
時
間
帯
で
条

件
の
合
う
仕
事
の
探
し
方
、
現

在
の
求
人
情
報
、
今
後
を
見
据

え
た
仕
事
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
、
着
実
で
効
率
の
よ
い
再
就

職
を
支
援
し
ま
す
。

▼
日
時

１
月
１７
日
㈭

午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
無
料
の
託
児
が
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お

申
し
込
み
の
際
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
無
料
託
児
は
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

南
信
州
地
域
振
興
局

女
性
の

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
の

た
め
の
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
飯
田
下
伊
那
地
域
の
企
業
の

人
事
担
当
者
か
ら
、
仕
事
内
容

や
職
場
の
様
子
を
個
別
に
聞
け

て
、
求
人
に
応
募
が
で
き
る
機

会
で
す
。
子
育
て
と
両
立
で
き

る
再
就
職
を
お
考
え
の
方
、
転

職
を
お
考
え
の
女
性
な
ど
は
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
３
日
㈰

午
前
１０
時
３０
分
～

午
後
０
時
３０
分

▼
場
所

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

※
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
公
園
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
子

ど
も
連
れ
や
ご
家
族
で
の
参

加
も
で
き
ま
す
。

※
持
ち
物
不
要
、
普
段
着
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
信
州
地
域
振
興
局

商
工
観
光
課　
就
業
支
援
員

☎
０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

女
性
限
定
の

再
就
職
面
接
会

　
エ
ン
ジ
ョ
イ
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
制
作
し
中
央
図
書

館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
、
郷
土

の
祭
り
や
暮
ら
し
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

上
映
し
ま
す
。

▼
日
時

１
月
２０
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
上
映
作
品

○
今
宮
の
祭
り

第
５
回
エ
ン
ジ
ョ
イ
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ
映
像
祭

○
箕
輪
ダ
ム
も
み
じ
湖
紅
葉

○
復
興
飯
田
市　
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）0
7
0
6

商
工
観
光
課　
就
業
支
援
員

☎
０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

１月１５日号は休刊です
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市
で
は
都
市
計
画
の
変
更
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
変

更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
す
る
都
市
計
画
案

○
飯
田
都
市
計
画
地
区
計
画

（
座
光
寺
地
区
計
画
お
よ
び

上
郷
地
区
計
画
）
の
案

○
飯
田
都
市
計
画
特
定
用
途
制

限
地
域
（
上
郷
地
区
沿
道
型

土
地
利
用
地
域
）
の
案

○
飯
田
都
市
計
画
道
路
（
リ
ニ

ア
駅
前
線
）
の
案

▼
縦
覧
場
所

建
設
部
地
域
計
画
課
、
座
光

寺
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
上

郷
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
縦
覧
期
間
・
時
間

１
月
２２
日
㈫
～
２
月
５
日
㈫

午
前
８
時
３０
分
～

午
後
５
時
１５
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
意
見
書
の
提
出

縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
縦
覧
場
所
に
あ

る
意
見
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
地
域
計
画
課
へ
持

参
、
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

飯
田
都
市
計
画
地
区
計
画

な
ど
の
変
更
案
の
縦
覧

▼
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方

都
市
計
画
案
に
関
係
す
る
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
お
よ
び

そ
の
他
の
利
害
関
係
者

▼
意
見
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
︱
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

地
域
計
画
課

内
線
３
７
７
１

　
起
業
を
考
え
て
い
る
方
や
、

起
業
さ
れ
て
間
も
な
い
方
を
対

象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時

２
月
３
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

飯
田
商
工
会
館

商
店
街
交
流
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
私
の
起
業

～
メ
デ
ィ
ア
×
起
業
～

◦
望
月
昭
秀
さ
ん
（
株
式
会

社
ニ
ル
ソ
ン
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
代
表
取
締
役
、
縄
文

Z
I
N
E
編
集
長
）

◦
Ｉ
︱
P
o
r
t
メ
デ
ィ
ア
セ

ク
シ
ョ
ン
（
Ｉ
︱
P
o
r
t

に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

皆
さ
ん
）

○
あ
の
経
営
者
か
ら
話
を
聞
こ

う
！

◦
中
根
正
佳
さ
ん
（
株
式
会
社

丸
中
中
根
園
代
表
取
締
役
）

い
い
だ
起
業
家
フ
ェ
ス
タ

◦
稲
垣
勝
俊
さ
ん
（
丸
昌
稲
垣

株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

○
交
流
会
＆
個
別
相
談
会

▼
定
員　
５０
人

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切　
１
月
３１
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

金
融
政
策
課

内
線
４
８
８
０

　
景
観
に
対
す
る
意
識
の
向
上

や
、
多
様
な
主
体
に
よ
っ
て
景

観
育
成
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
、
ま
ち
づ
く
り
（
景

観
）
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

１
月
１０
日
㈭

午
後
２
時
３０
分
～
４
時
３０
分

開
場
／
午
後
２
時

▼
場
所

　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ

場
の
再
生
と
創
造
を
加
速
す

る
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

～
地
域
の
価
値
、
魅
力
を
高

め
る
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用

と
は
～

▼
講
師

内
山
博
文
さ
ん

（u.com
pany

株
式
会
社
）

ま
ち
づ
く
り
（
景
観
）

講
演
会

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
建
築
士
会

飯
伊
支
部
事
務
局

☎
0
2
6
5（
２
２
）9
7
7
0

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
学
生
主

催
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時

３
月
１５
日
㈮

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
松
尾
明
7
5
9
1
）

▼
コ
ー
ス
・
内
容

下
表
の
と
お
り

▼
定
員　
各
コ
ー
ス
２０
人

▼
参
加
費

○
2
0
0
円
（
資
料
代
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

Ａ Word2013 Wordで作ろう！世界に一つだけの栞
ページ設定・図の挿入・図形の利用

Ｂ Excel2013 Excelで学ぶ計算方法
これであなたもスコア表を作れる！

Ｃ Windows基礎 Windowsの真の力を知っていますか？
Windowsの設定やDVDへの書き込み方法

コース名 内容
しおり

パソコン教室のコース・内容 ○
５０
円
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
代
・
Ｃ
コ
ー

ス
の
み
）

▼
持
ち
物

筆
記
用
具
、
デ
ー
タ
持
ち
帰

り
用
媒
体
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

な
ど
）

▼
申
込
方
法

事
前
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

２
月
４
日
㈪
～
２２
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

☎
0
2
6
5（
２
２
）5
1
1
1



受付

飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ
飯田市立病院の外来診療受付時間は

時間内の受付にご理解とご協力をお願いします。

午前８時３０分～
    午前１１時３０分です。

● 問い合わせ　☎０２６５-２１-１２５５
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春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
黄
色
い
花
「
ミ
モ
ザ
」
を

た
っ
ぷ
り
使
い
、
こ
の
時
期
に

し
か
で
き
な
い
リ
ー
ス
を
作
り

ま
す
。
ふ
わ
ふ
わ
の
黄
色
い
花

は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ
リ
ー
ス
と

し
て
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。

▼
対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
お
勤
め

の
方

▼
日
時

２
月
１２
日
㈫

午
後
７
時
～

▼
場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
松
尾
明
7
4
4
3
）

１
階
講
習
室

▼
材
料
費

4
0
0
0
円

▼
持
ち
物

作
品
を
持
ち
帰
る
袋

▼
講
師

多
田
泰
子
さ
ん
（
ボ
タ
ニ
カ

フ
ラ
ワ
ー
ス
ク
ー
ル
）

▼
定
員

１２
人
（
先
着
順
）

※
５
人
に
満
た
な
い
場
合
、
開

講
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

材
料
費
を
添
え
て
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

１
月
３１
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１

○
受
付

◦
平
日
・
土
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

◦
日
曜
日
・
祝
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ミ
モ
ザ
の
リ
ー
ス
作
り

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が

地
域
の
中
で
温
か
く
見
守
ら
れ
、

「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
」
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。 認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
を
聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

飯
田
市
在
住
の
障
が
い
の
あ

る
方

▼
日
時

２
月
３
日
㈰
、
２４
日
㈰

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

▼
定
員

各
日
１０
人

▼
持
ち
物

飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る
服

装
▼
参
加
費

１
０
０
円

（
レ
イ
（
花
輪
）
代
）

▼
注
意
事
項

通
訳
者
・
介
添
者
な
ど
は
各

自
で
ご
手
配
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
付
き
添
い
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
場
合
は
事
前
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

１
月
２５
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
飯
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）

☎
0
2
6
5（
５
３
）3
1
8
2

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
３

障
が
い
の
あ
る
方
対
象

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

く
ら
し
に
役
立
つ

法
律
の
は
な
し

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル

～
男
女
間
の
問
題
で
将
来
的

に
困
ら
な
い
た
め
に
～

▼
日
時

１
月
３０
日
㈬

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

長
野
県
南
信
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
研
修
室

▼
講
師

北
原
慎
司
さ
ん
（
北
原
慎
司

法
律
事
務
所
弁
護
士
）

▼
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

▼
日
時

２
月
５
日
㈫

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

市
役
所
Ａ
棟
３
階

Ａ
３
０
１
・
３
０
２
会
議
室

▼
テ
ー
マ

認
知
症
を
学
び 

地
域
で
支

え
よ
う

▼
定
員　
５０
人

▼
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課　
長
寿
支
援
係

内
線
５
７
６
５

１月１５日号は休刊です
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護
者
同
伴
）

▼
日
時

１
月
１４
日
㈷

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
場
所

上
郷
考
古
博
物
館

（
上
郷
別
府
2
4
2
8
︱
１
）

▼
定
員

３０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
を
優
先
と
し
て
抽
選

を
行
い
ま
す
。

▼
参
加
費

2
0
0
円

▼
申
込
方
法

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
、

参
加
経
験
の
有
無
を
明
記
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切

１
月
８
日
㈫
（
必
着
）

※
参
加
の
可
否
を
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
１
月
１１
日
㈮

ま
で
に
連
絡
の
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
郷
考
古
博
物
館

☎
0
2
6
5（
５
３
）3
7
5
5

0
2
6
5（
５
３
）3
7
5
6

kouko@iida-museum.org

　
美
術
博
物
館
の
職
員
が
、
日

頃
の
研
究
成
果
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
ま
す
。
講
堂
で
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
お
話
し
し
た
り
、

ロ
ビ
ー
に
掲
示
し
た
ポ
ス
タ
ー

の
前
で
お
話
し
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

２
月
３
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
５
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂
・
ロ
ビ
ー

▼
講
演

○
遠
山
霜
月
祭
の
起
源
と
変
容

怨
霊
鎮
め
か
ら
加
護
を
求
め

る
祭
り
へ

櫻
井
弘
人
（
美
博
学
芸
員
）

○
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
の
楽
し
み

　
伊
那
谷
を
歩
い
て

３０
年

村
松
武
（
美
博
学
芸
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）8
1
1
8

び
は
く
学
芸
祭

　
太
陽
と
は
ど
ん
な
星
か
。
日

食
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
。
部
分

日
食
を
観
察
し
な
が
ら
太
陽
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。 

▼
テ
ー
マ

部
分
日
食
を
見
よ
う

▼
期
日

１
月
６
日
㈰

▼
昼
間
の
観
望
会

○
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

○
場
所

美
術
博
物
館
屋
上

○
内
容

太
陽
観
察
、
日
食
に
つ
い
て

の
説
明

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

○
時
間

午
前
１１
時
～

○
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

○
定
員　
９０
人

○
内
容

特
別
番
組
「T

he Sun

」

投
影
（
約
２５
分
間
）

※
午
前
１０
時
、
１１
時
か
ら
の
通

常
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組

の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昼
間
の
観
望
会
＆
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
観
望

会
を
中
止
し
、
午
前
１０
時
、

１１
時
か
ら
、「T

he Sun

」

を
投
影
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）8
1
1
8

　
系
外
惑
星
（
太
陽
系
の
外
に

あ
る
惑
星
）
が
発
見
さ
れ
て
か

ら
２０
年
以
上
が
経
ち
、
今
で
は

３
５
０
０
以
上
の
系
外
惑
星
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
の

よ
う
な
惑
星
は
存
在
す
る
の
か
。

今
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る

系
外
惑
星
探
査
の
最
新
の
研
究

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時

１
月
２０
日
㈰

午
後
１
時
～
２
時
３０
分

▼
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
テ
ー
マ

系
外
惑
星
探
査
最
前
線

▼
講
師

日く
さ
か
べ

下
部
展の

ぶ
ひ
こ彦

さ
ん
（
ア
ス
ト

ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

特
任
専
門
員
）

▼
定
員

９０
人
（
予
約
優
先
、
当
日
空

席
が
あ
れ
ば
先
着
順
）

▼
参
加
費

無
料

※
講
演
会
の
後
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
番
組
「W

e are 
A

LIEN
S ! 

︱
ボ
ク
ら
は
宇

宙
人
︱
」
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

※
午
後
１
時
、
２
時
３０
分
か
ら

の
通
常
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

番
組
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）8
1
1
8

天
文
講
演
会

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
金

属
を
溶
か
し
て
鋳
型
に
流
し
こ

み
、
き
れ
い
に
や
す
り
で
み
が

い
て
作
る
方
法
で
、
古
代
の
お

金
で
あ
る
、
富
本
銭
や
和
同
開

珎
を
作
る
体
験
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
低
い
温
度
で
溶
け
る
特

殊
な
金
属
で
作
り
ま
す
の
で
、

小
学
生
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

古
代
の
お
金
を

つ
く
ろ
う
！



✤問い合わせ／納税課 管理係　内線５１５３

口座振替

※通帳・届出印・口座振替を希望する税目の納税通知書をお持ちください。

２０１９.１.１［広報いいだ］17

　
「
子
ど
も
美
術
学
校
」
の
子

ど
も
１
０
５
人
が
、
１
年
を
通

し
て
制
作
し
た
平
面
作
品
２
種

類
、
立
体
作
品
４
種
類
の
約

６
０
０
点
の
作
品
を
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。
ど
の

作
品
も
子
ど
も
一
人
一
人
の
感

性
が
満
ち
溢
れ
、
一
般
の
皆
さ

ん
に
も
十
分
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に

は
講
演
会
も
実
施
し
ま
す
。

▼
作
品
展

○
作
品
展
展
示
期
間

１
月
２４
日
㈭
～
２
月
１１
日
㈷

○
場
所

美
術
博
物
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
観
覧
料　
無
料

▼
講
演
会

○
テ
ー
マ

子
ど
も
の
絵
の
見
方
・
ほ
め

方
○
日
時

１
月
２６
日
㈯
・
２７
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

○
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

○
講
師

手
塚
俊
尚
（
美
術
博
物
館
専

門
研
究
員
・
子
ど
も
美
術
学

校
講
師
）

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

子
ど
も
美
術
学
校

作
品
展
と
講
演
会

　
人
が
意
識
し
て
利
用
し
、
栽

培
す
る
植
物
が
「
作
物
」
で
、

無
意
識
的
に
作
ら
れ
耕
地
に
侵

入
し
て
く
る
植
物
が
「
雑
草
」

で
す
。
ま
た
、
里
山
な
ど
に
生

育
し
て
、
育
種
し
て
い
な
い
草

本
性
の
植
物
が
「
野
草
」
で
あ

り
、
山
菜
は
こ
れ
に
含
ま
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
種
間
関
係
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
近
縁
種
で
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

１
月
１２
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
テ
ー
マ

野
草
と
作
物
と
雑
草
の
お
話

▼
講
師

伊
藤
一
幸
さ
ん
（
元
神
戸
大

学
大
学
院
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）8
1
1
8

美
博
の
自
然
講
座

（
１
月
）

　
生
き
物
の
「
種し

ゅ

」
は
、
明
確

な
よ
う
で
い
て
非
常
に
曖
昧
な

も
の
で
す
。
近
縁
種
と
い
わ
れ

て
い
る
チ
ョ
ウ
た
ち
の
人
工
交

配
実
験
の
結
果
か
ら
見
え
て
き

た
、
種
の
違
い
や
種
分
化
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

２
月
９
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
テ
ー
マ

種
っ
て
な
に
？
チ
ョ
ウ
の
交

配
実
験
か
ら
見
た
近
縁
種
の

関
係

▼
講
師

北
原
曜ひ

か
る

さ
ん
（
信
州
大
学
名

誉
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）8
1
1
8

美
博
の
自
然
講
座

（
２
月
）

　
旧
木
沢
小
学
校
に
残
る
資
料

か
ら
、
昭
和
４０
年
代
以
降
の
地

域
社
会
と
学
校
・
教
育
と
の
関

係
に
つ
い
て
読
み
解
き
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

昭
和
４０
年
～
６０
年
代
の
木
沢

と
教
育
︱「
学
校
要
覧
」
を

読
む

▼
日
時

１
月
２６
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所

旧
木
沢
小
学
校

▼
講
師

多
和
田
真
理
子

（
國
學
院
大
學
准
教
授
・
歴

史
研
究
所
調
査
研
究
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

　
川
路
青
年
団
の
資
料
か
ら
、

戦
時
中
の
「
銃
後
」
の
社
会
で
、

青
年
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
た
の
か
を
探
り
ま
す
。

歴
史
研
究
所
地
域
史
講
座

木
沢
と
教
育

歴
史
研
究
所
地
域
史
講
座

戦
時
中
の
青
年
た
ち

受
講
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

戦
時
中
の
青
年
た
ち
︱
昭
和

１７
年
の
川
路
青
年
団
の
記
録

を
中
心
に
︱

▼
日
時

２
月
２
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所

川
路
公
民
館
大
会
議
室

▼
講
師

安
岡
健
一

（
大
阪
大
学
准
教
授
・
歴
史

研
究
所
調
査
研
究
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

１月１５日号は休刊です



今日
2018/08/25 14:00

15:00

アマゾン
sagi

配信済み

有料動画の未納料金が発生
しております。本日中にご
連絡無き場合、法的手続き
に移行いたします。
０３-XXXX-XXXX

特殊詐欺の
代表的手口です。

だまされないで！

☎０２６５（２２）０１１０

☎０２６５（２２）４５３０

それ
詐欺かも！

公的機関に
類似した
差出人

実在の事業者を
かたる場合が
あります。

（例） アマゾン
ヤフーサポートセンター
ＤＭＭ相談窓口　など

メールや
はがきに書かれた
電話番号に
かけないで！

※実在する企業とは無関係です。

※いずれも国の組織として存在しない
　ものです。

（例）
法務省管轄支局 国民訴訟通達センター
地方裁判所管理局
国民訴訟お客様センター
全国紛争相談センター　など

これは詐欺
！

これは詐欺
！ 総合消費料金未納分訴訟最終通知書

管理番号（カ）1172

この度、貴方の未納されました総合消費料金について、契約
会社及び、運営会社から、訴状申し入れされたことを本状に
て報告いたします。

下記に設けられた、裁判取り下げ最終期日までにご連絡無き
場合、管轄裁判所から裁判日程を決定する呼出状が発行さ
れ、記載期日に指定の裁判所へ出廷となります。
尚、裁判を欠席されると相手方の言い分通りの判決が出され、
執行官立会いのもと、あなたの給料、財産の差し押さえ等の
恐れがございますので、十分ご注意ください。

民事訴訟及び、裁判取り下げ等のご相談に関しましては当
センターにて承っておりますので、下記窓口へお問い合わせ
ください。
尚、個人情報保護の為、ご本人様からご連絡頂きますよう
お願い申し上げます。

取り下げ最終期日 平成30年10月4日

民事訴訟管理センター
東京都千代田区霞が関
消費者相談窓口 03‒
受付時間9：00～18：00（日・祝日を除く）

［広報いいだ］２０１９.１.１ 18

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
指
導
や
助
言
を
し
て

い
た
だ
く
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
特
に
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
に
関
わ
り
、
平
日

夜
間
の
活
動
や
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
講
習
会
な
ど
に
積
極
的
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

市
内
在
住
の
１８
歳
以
上
の
方

（
学
生
は
除
く
）

▼
任
期

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

２
０
２
１
年
３
月
３１
日

（
２
年
間
）

▼
報
酬

市
の
規
定
に
よ
り
支
給

▼
選
考
方
法

書
類
選
考
・
面
接

▼
募
集
人
数　
７
人

▼
応
募
方
法

窓
口
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
応
募
用
紙
を
入
手

し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
窓
口
ま
で
持
参
、
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　
２
月
８
日
㈮

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

内
線
３
７
３
２

sports@city.iida.nagano.jp

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

春
募
集
説
明
会

　
2
0
1
9
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海

外
協
力
隊
春
募
集
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時

２
月
９
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所

り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室
１

▼
内
容

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
概
要

説
明
、
体
験
談
、
個
別
相
談

▼
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構　
駒
ヶ
根
青
年
海
外
協
力

隊
訓
練
所

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根
）

☎
０
２
６
５（
８
２
）６
１
５
１



ふるさと定住支援課 空家等対策係　内線 5443

お住まいの家が将来

お住まいの家のことを、
ご家族で相談しましょう。

相続登記しないまま放置し
相続関係が複雑になり処分などに困っている
空き家が増えています。

周辺の皆さんに迷惑をかけている
空き家が増えています。

お住まいの家が将来
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今
後
行
わ
れ
る
各
種
選
挙
で
、

投
票
所
の
投
票
事
務
を
行
う
従

事
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
主
な
業
務

投
票
所
準
備
、
選
挙
人
の
受

付
、
選
挙
人
へ
の
投
票
用
紙

の
交
付

▼
従
事
期
間

選
挙
期
日
の
前
日
（
土
曜

日
）、
当
日
（
日
曜
日
）

▼
従
事
時
間

○
前
日
（
土
曜
日
）

午
後
２
時
間
程
度

○
当
日
（
日
曜
日
）

午
前
６
時
３０
分
～
午
後
８
時

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
の
投
票

所
は
午
前
６
時
３０
分
～
午
後

７
時

▼
従
事
場
所

お
住
ま
い
の
地
区
ま
た
は
近

隣
地
区
の
投
票
所

▼
報
酬

○
前
日
（
土
曜
日
）

1
2
2
8
円
／
時
間

○
当
日
（
日
曜
日
）

１
万
5
4
6
9
円
／
日

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
の
投
票

所
は
１
万
4
2
8
6
円
／
日

※
支
払
い
は
、
合
計
金
額
か
ら

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
た
額

を
、
ご
指
定
の
口
座
に
後
日

振
り
込
み
ま
す
。

※
食
事
代
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
応
募
資
格

次
の
要
件
を
満
た
す
方

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
満
１８
歳
以
上
の
方

○
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動

や
政
治
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
方

▼
募
集
人
員

　
２０
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
ご

希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
応
募
方
法

申
込
書
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に

よ
り
入
手
で
き
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　
２
月
１
日
㈮

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
0
2
6
5（
２
２
）4
5
2
4

各
種
選
挙
投
票
所

投
票
事
務
従
事
者
募
集

投
票
事
務

　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
活
動

を
行
う
た
め
の
幅
広
い
分
野
の

学
習
・
実
践
を
行
い
ま
す
。

▼
飯
伊
学
部
（
一
般
コ
ー
ス
）

○
対
象

お
お
む
ね
５０
歳
以
上
で
、
積

極
的
に
地
域
活
動
に
取
り
組

み
た
い
方

※
平
成
２８
年
度
以
前
に
長
野
県

シ
ニ
ア
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

方
も
入
学
で
き
ま
す
。

○
主
な
学
習
場
所

　
県
飯
田
合
同
庁
舎

○
学
習
分
野　

知
識
や
教
養
の
講
座
、
趣
味

と
健
康
づ
く
り
の
実
技
、
社

会
参
加
活
動
の
実
践
な
ど

○
学
習
期
間　
２
年
間

（
１
日
４
時
間
×
１５
日
間
）

○
定
員　
１
１
０
人

○
授
業
料　
年
間
１
万
円

※
改
定
さ
れ
る
場
合
あ
り

※
教
材
費
、
自
治
会
活
動
費
は

別
途

○
応
募
方
法

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

課
、
市
役
所
長
寿
支
援
課
ま

た
は
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

（
橋
北
、
橋
南
、
羽
場
、
丸

山
、
東
野
地
区
は
各
公
民

館
）
に
用
意
し
て
あ
る
願
書

に
記
入
し
、
窓
口
に
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈮
～
３
月
１５
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

○
入
学
者
決
定

３
月
下
旬
に
飯
田
保
健
福
祉

事
務
所
か
ら
通
知
し
ま
す
。

▼
長
野
学
部
（
専
門
コ
ー
ス
）

○
対
象　

お
お
む
ね
５０
歳
以
上
で
、
地

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

学
生
募
集

域
課
題
を
解
決
す
る
専
門
的

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
実
践

者
と
し
て
活
動
し
よ
う
と
す

る
方

○
定
員　
３０
人　
　

○
授
業
料　
　

　
年
間
２
万
６
０
０
０
円

※
改
定
さ
れ
る
場
合
あ
り

○
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈮
～
２８
日
㈭

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
9
5
︱
0
0
3
4

追
手
町
2
︱
6
7
8

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
福
祉
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
６
４
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ムトス飯田推進委員会は、独創的で波及効果のあるまちづ
くり活動に対して助成をしています。ムトス飯田助成事業を
活用して実施した、市民の皆さんの自主活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

第２０回

平
成
２３
年
度
の
飯
田
市
の
事
業
と
し
て「
農

業
を
通
じ
て
健
康
で
、楽
し
い
ラ
イ
フ
」と
呼
び

か
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。平
成
２６
年
度
か
ら
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
受
託
、現
在
は

独
立
し
て
市
民
の
自
主
活
動
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

皆
で
月
に
２
〜
３
回
農
作
業
を
行
い
、ジ
ャ
ガ

イ
モ
、サ
ト
イ
モ
、サ
ツ
マ
イ
モ
、玉
ネ
ギ
、長
ネ

ギ
、カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
野
菜
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

「
健
康
づ
く
り
」と「
と
も
だ
ち
づ
く
り
」を
行
っ

て
い
ま
す
。収
穫
し
た
野
菜
は
、収
穫
祭
で
食
べ
た

り
会
員
に
分
配
し
た
り
す
る
ほ
か
、文
化
祭
に
出

し
た
り
福
祉
施
設
に
贈
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

会
員
数
が
２０
人
を
超
え
た
た
め
、今
年
度
は

講
師
を
お
願
い
し

て
野
菜
作
り
の
技

術・知
識
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
と

と
も
に
、自
立
を

目
指
し
て
味
噌
や

漬
物
作
り
に
よ
る

野
菜
の
付
加
価
値

向
上
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

農
愉
快

羽
ば
た
け
シ
ニ
ア
世
代
　

野
菜
作
り
を
通
じ
て「
健
康・交
流・地
域

貢
献
」を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
生
き
生
き
生
活
を

▲みんなで収穫祭
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長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
電

話
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

　
生
活
保
護
に
関
す
る
相
談
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
が
で
き

ま
す
。

▼
日
時

１
月
２７
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
相
談
電
話
番
号

☎（
0
1
2
0
）0
5
2
0
8
8

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
司
法
書
士
会

☎
0
2
6（
2
3
2
）7
4
9
2

司
法
書
士
へ
の
電
話
相
談

「
生
活
保
護
１
１
０
番
」

　
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
女

性
の
悩
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

夫
婦
・
家
庭
の
問
題
、
職
場
や

地
域
で
の
人
間
関
係
、
自
分
自

身
の
生
き
方
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者

な
ど
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力
）

な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
人
権

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
一
人

で
悩
ま
な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

１
月
２６
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

り
ん
ご
庁
舎

※
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
対

応
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支

局
内
）

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
、
各
地
区
担
当
の
農
業
委

員
と
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員

が
受
け
付
け
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
上
村
・
南
信
濃
地
区

は
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

○
２
月
１
日
㈮ 

座
光
寺

○
２
月
４
日
㈪

飯
田
・
千
代
・
伊
賀
良
・
上

郷
・
上
村
・
南
信
濃

○
２
月
５
日
㈫

上
久
堅
・
川
路

○
２
月
６
日
㈬

三
穂

▼
場
所　

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

農
地
相
談

事
業
所

▼
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

※
た
だ
し
、
次
の
地
区
は
場
所

お
よ
び
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

○
上
村

上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
３
時
～
４
時　

○
南
信
濃

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

▼
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
0
2
6
5（
２
１
）3
2
1
9



各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ
市役所Ａ棟１階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

市役所C棟１階

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００ 市役所Ａ棟３階 教育相談室

内線３７２１

１月１５日（火）
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則
※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

毎月第２月曜日
１３：３０～
１５：００～

市役所
保健センター２階

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

ジョブカフェいいだ
就 活 相 談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎週月～金曜日
8:30～17:15

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

市役所
保健センター２階不妊・不育相談

１月９日（水）
13：00～15：00
１月２３日（水）
17：00～19：00

保健課健康推進係
内線５５１３
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）認知症の方や

家族の相談・交流

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

まいさぽ 飯 田生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

毎月第３火曜日
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週水・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第２・４水曜日
１２：３０～１５：３０
（４月無し、５月第２
水曜日除く）

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外
国
語
相
談

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護
予防や生活の
相談

成年後見相談

の

相

談

女
性
の
た
め

心
　配
　ご
　と
　相
　談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

市役所Ａ棟１階

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特別相談
（法律的）

一般相談ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談
（予約制）

子 育 て 相 談
教育支援・就学相談
家庭児童相談

内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

ゆうゆうカフェ担当
☎０２６５（５３）６０４８

介護老人保健施設
ゆうゆう

毎月第４日曜日
１３：００～１５：００

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

今月のプレゼント今月のプレゼント
市田柿ストラップ

３名様に
プレゼント

応募締切 １月２８日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、官製はがきまたはＥメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
特集してほしいテーマ 良かった記事 良くなかった記事など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

※

本
物
そ
っ
く
り
に
作
ら
れ
た

ス
ト
ラ
ッ
プ
で
す
。

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
！

市田柿のおいしい季節です。
ご親戚への贈り物やご自身へのご褒美に

「市田柿」はいかがですか？

●市田柿についてのお問い合わせ
農業課 生産振興係　☎０２６５（２１）３２１７
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三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１５１回三市合同企画 第１５１回
東
三
河

東
三
河

人
と
鬼
と
が
舞
い
乱
れ

る
奇
祭「
花
祭
」は
、鎌
倉
・

室
町
時
代
か
ら
奥
三
河
地

方
に
伝
わ
る
神
事
で
す
。花

祭
は
毎
年
１１
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
、設
楽
町
・
東
栄

町・豊
根
村
の
各
地
域
で
行

わ
れ
て
お
り
、１
９
７
６
年

５
月
４
日
に
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、年
々
見
学
に
訪
れ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
祭
り
を
気
軽
に
楽

し
め
る
の
が
、湯
谷
温
泉

「
花
ま
つ
り
」で
す
。お
祭
り

の
中
で
見
ど
こ
ろ
あ
る
舞

を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
楽
し

め
ま
す
。ま
た
勇
壮
な
長
篠

陣
太
鼓
の
火
打
ち
の
披
露

や
甘
酒
の
振
る
舞
い
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

湯
谷
温
泉
は
、皮
膚
病
な

ど
に
効
能
が
あ
り
、板
敷
川

な
ど
美
し
い
景
観
を
楽
し

み
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

湯
谷
温
泉
を
訪
れ
て
、花

祭
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
に

来
て
く
だ
さ
い
。

湯
谷
温
泉

花
ま
つ
り◎日時／２月２日（土）、９日（土）、１６日（土）、２３日（土）

午後８時～10時
◎場所／湯谷温泉大駐車場
◎問い合わせ／新城市観光課　☎０５３６（２３）７６１３

１月１８日㈮ まで

○保健課（市役所Ａ棟１階）
○行政資料コーナー（市役所Ａ棟２階 総務文書課で受付）
○りんご庁舎２階市民証明コーナー
○各自治振興センター
　（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○飯田市公民館、橋北、橋南、羽場、丸山、東野公民館
※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

誰も自殺に追い込まれることのない飯田市の実現を目指し策定する「飯田市自殺対策推進計画（原案）」に対す
るご意見などを募集します。　※寄せられたご意見とそれに対する市の考え方については、後日公表します。

〒３９５-００４４ 本町１丁目15番地
飯田市地域交流センター（りんご庁舎）２階　保健課
内線 ５３０４　　０２６５（５3）8867
　 hoken@city.iida.nagano.jpパブリックコメント

午前８時３０分～午後５時１５分　
（土・日曜日、祝日を除く）

意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主た
る事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲
覧場所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、Ｅメール
により下記まで送付してください。
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飯田市は、ＣＯ２排出量の少ない乗り物への転換を進めるとともに
自転車によるまちなか観光の推進を図ります。レンタサイクル事業

市役所 羽場公民館
美術博物館 丸山公民館
市公民館 東野公民館
橋北公民館 エコハウス
橋南公民館 飯田駅観光案内所
天龍峡案内所 遠山郷観光案内所
まちなかインフォメーションセンター

●平日、休日にかかわらず、市民の皆さんが自由に利用できる
電動自転車などを公共施設に配置しました。

●利用をご希望の方は、登録申請が必要です。
※登録申請はどこの貸出場所でもできますが、
環境モデル都市推進課以外で申請された場合、
利用証は後日郵送になります。

※登録申請には身分証明書が必要です。
※利用対象者は中学生以上です｡
　中学生が登録申請する場合は、保護者の同意（承諾印）が必要です｡

■問い合わせ／環境モデル都市推進課　内線５４７３★貸出受付時間　９：００～１６：００

７台 １台
４台 １台
１台 １台
２台 ４台
１台 ４台
４台 ２台

２台

２０１９.１.１［広報いいだ］23

１月１０日㈭～２月８日㈮

○地域計画課 （市役所Ｃ棟３階）
○行政資料コーナー（市役所Ａ棟２階 総務文書課で受付）
○各自治振興センター
　（橋北、 橋南、 羽場、 丸山、 東野地区を除く）
○飯田市公民館、
　橋北、橋南、羽場、丸山、東野公民館
※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所 意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

飯田市の将来都市構造の実現を目指し策定する「飯田市立地適正化計画（案）」に対するご意見などを募集し
ます。　※寄せられたご意見とそれに対する市の考え方については、後日公表します。

意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては
主たる事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の
上、閲覧場所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、
Ｅメールにより下記まで送付してください。

〒３９５-８５０１ 大久保町２５３４番地
地域計画課　土地利用計画係
内線 ３７７１～３７７３　　０２６５（５２）１１３３
　 chiikikeikaku@city.iida.nagano.jp

パブリックコメント

午前８時３０分～午後５時１５分　
（土・日曜日、祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分　
（土・日曜日、祝日を除く）１月１１日㈮～２月１２日㈫

○ふるさと定住支援課（市役所Ｃ棟１階）
○行政資料コーナー（市役所Ａ棟２階 総務文書課で受付）
○各自治振興センター
　（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○飯田市公民館、橋北、橋南、羽場、丸山、東野公民館
※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所
意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

飯田市の中山間地域に住む皆さんが、心豊かに暮らし、地域内外の人 と々のつながりを持てる地域を目指して策定す
る標記計画（案）に対するご意見などを募集します。　※寄せられたご意見とそれに対する市の考え方については、後日公表します。

意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主た
る事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲
覧場所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、Ｅメール
により下記まで送付してください。

〒３９５-８５０１ 大久保町２５３４番地
ふるさと定住支援課
内線 ５４４２　　０２６５（２４）４５１１
　 iifurusato@city.iida.nagano.jp

パブリックコメント

１月１５日号は休刊です
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★午前、午後を指定する地区の詳細は、
　広報いいだ２月１日号でお知らせします。

※上村、南信濃地区のうち、木沢地区会館、八重河内地区館、下栗総合交流会館、程野区民センター、
大町老人多目的センターは、午後の受付時間が他会場と異なります。
■受付時間／午前９時～１１時３０分、 午後０時３０分～２時

※上郷地区の申告相談は、上郷公民館および上郷自治振興センターの建て替えに伴い、今年は、
　上郷体育館（飯田市上郷黒田１６１４－１）で実施します。
昨年の南信州・飯田産業センターから会場を変更していますので、ご注意ください。

◉平日／午前９時～１１時３０分、
午後１時～４時 

◉３月９日㈯／午前９時～午後１時

◉場所／市役所Ａ棟１階税務課窓口前、各自治振興センター、りんご庁舎２階
◉配布開始時期／平成３１年１月末頃

次に掲げる状況に当てはまる方は、飯田市へ市・県民税の申告書の提出が必要です。
公的年金などの源泉徴収票に記載されている配偶者控除、扶養控除、寡婦（寡夫）控除の内容に変更
がある方
公的年金などの源泉徴収票に記載された以外の国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保
険料などについて社会保険料控除を受ける方
医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除、障害者控除、寄附金税額控除などの控除を受ける方
公的年金などの雑所得以外に、２０万円以下の所得がある方（公的年金などの所得の他に２０万円を
超える所得がある方は、所得税の確定申告が必要です。）

マイナンバー（個人番号）の確認と身元の確認を行うため、個人番号カードまたは通知カードと運転
免許証などが必要となりますので必ずお持ちください。

※平成３０年度分市・県民税の申告書を提出いただいた方のうち、平成３１年度分も申告書
の提出が必要と思われる方に対してお送りします。新たに郵送を希望される方は、税務
課市民税係までご連絡ください。

◉１月２１日（月）　

ご
注
意

く
だ
さ
い

２月

３月

２月

月 日 曜日 会　　　　場月 日 曜日 会　　　　場

7日 木

8日 金

12日 火

13日 水

１４日 木
１５日 金
１８日 月
１９日 火
２０日 水
２１日 木

２２日 金
２５日 月
２６日 火
２７日 水
２８日 木
１日 金
４日 月
５日 火
６日 水
７日 木
８日 金
９日 土
１１日 月
１２日 火
１３日 水
１４日 木
１５日 金

木沢地区会館
八重河内地区館
上村公民館
大町老人多目的センター
程野区民センター
南信濃地域交流センター
下栗総合交流会館
南信濃地域交流センター
龍江公民館
上久堅公民館
千代公民館

竜丘公民館

三穂公民館

山本公民館
座光寺公民館

飯田市上郷体育館

鼎自治振興センター

伊賀良公民館

松尾公民館

下久堅公民館
飯田市役所
川路公民館

飯田市役所

［広報いいだ］２０１９.１.１ 24



●障害者手帳をお持ちでない方
●要介護１～５の認定を受けている方（基準日平成30年１２月３１日）

●６５歳以上の方

要介護認定を受けている６５歳以上の方で障害者手帳をお持ちでない方は、申請により障害者に準ずる状態である
と認められた場合には、福祉事務所長が発行する「障害者控除対象者認定書」を添付することで、障害者控除を申告
することができます。

医療費控除でおむつ代を申告する場合、おむつ代の領収書に加えて、医師の発行する「おむつ使用証明書」が必要
です。ただし、次のいずれの要件も満たす方に限り、飯田市長が発行する「おむつに係る費用の医療費控除のための
主治医意見書の確認書」を「おむつ使用証明書」の代わりとすることができます。

※「障害者控除対象者認定書」は、交付申請を受け付けた後、審査会での審査を行い「障害者」または「特別障害者」と認定された方
に郵送されます。審査会の開催には一定の期間を要します。郵便が届くまでお待たせすることになりますが、ご了承ください。

要
件

●前年の申告に「おむつ使用証明書」、または「おむつに係る費用の医療費控除のための主治医意見
書の確認書」を利用された方
●要介護認定に係る主治医意見書中の、寝たきり度がＢまたはＣ、かつ「尿失禁」の判定がある方

※寝たきり度とは、Ｊ・Ａ・Ｂ・Ｃと基準があり、Ｂ、Ｃになるほど寝たきり度が高い状態。

要
件

※申請の際は、印鑑、介護保険被保険者証をご持参ください。

問い合わせ 長寿支援課 介護認定支援係　内線 ５７６６

平成３０年１月１日から１２月３１日までの収入の状況に応じて、手続きをご確認ください

申告の必要がない方申告の必要がある方
●年末調整済みの給与以外に、他の収入がなかった方
●収入が公的年金収入のみで、他に収入がなかった方の
うち、公的年金などの収入金額が次の金額以下の方

◎６５歳以上の方……収入金額が１４８万円以下

◎６５歳未満の方……収入金額が９８万円以下

●事業所得、不動産所得、雑所得などの給与や公的年金
などの収入以外の所得があった

●医療費控除などの控除を受ける方
●源泉徴収票に記載された控除の内容に変更がある方
●収入が遺族年金、障害年金、雇用保険（失業給付金）な
ど非課税所得のみの方

●収入がなかった方

所得税の確定申告をする

平成３１年１月１日に
飯田市に住所があった

１月１日に住所のあった
市区町村に申告してください

住民税の申告は必要ありません

いいえ

はい

★詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください。

２０１９.１.１［広報いいだ］25
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支
給
率

期末手当 勤勉手当
６月期 １.２２５月分 ０.９０月分
１２月期 １.３７５月分 ０.９０月分
計 ２.６００月分 １.８０月分

区分 実支給額 期末手当
市　長 ８７６,０００円
副市長 ７２０,０００円
教育長 ６３４,０００円
市議会議長 ４９９,０００円
市議会副議長 ４３６,０００円
市議会議員 ４０７,０００円

６月期
１２月期
計

１.５７５月分
１.７２５月分
３.３００月分

退職（２９.４.１～30.３.３１）
採用（２９.４.２～30.４.１）

２３（４） 8 20 18 11 4 2 ８６（４）
２９（７） １１ ２１ ３１ １６ ２ １ １１１（７）

0
６０
７０
８０
９０
１００
１１０

県内各市

飯田市

市民１万人あたり職員数
30年４月１日現在

県内１９市平均７3.5人

７３.０人
（１４番目）

職員数

２９年度 ７１７人 ３１５,６００円
２８年度 ７２１人 ３１５,６００円

給料（基本給） 諸手当 期末・勤勉手当 計
２,５５５,６１４千円 ４８8,9１０千円 １,０４３,３９７千円 ４,０８７,９２１千円
２,５７９,０８９千円 ４８0,８１０千円 １,０２７,３１３千円 ４,０８８,２１２千円

職　員　給　与　費 （参考）一般行政職の
平均給料月額

行政上級試験採用
（大学卒程度） １７９,２００円 １８３,７００円（総合職）

１７９,２００円（一般職）

行政初級試験採用
（高校卒程度） １４７,１００円 １４７,１００円（一般職）

区分 飯田市 国

１２０

市職員の給与や定員管理の状況などを、市民の皆さんによりいっそう理
解していただくため、地方公務員法・市の条例の規定に基づき、毎年その状
況を公表しています。なお公表内容は、特段の説明がない限り、一般職員の
状況となっています。詳しくは市のウェブサイトをご覧ください。

採用・退職、職員数の状況１
（１）採用・退職の状況

職員給与の状況２
（１）人件費の状況（各年度普通会計決算）

（２）職員数の状況
30年４月１日現在の職員数は、１,５71人で前年比25人の増と

なっています（病院は１８人増、病院以外７人増）。病院以外の増員
については、主に本格化するリニア事業への対応に充てています。

（4）職員数の県内他市との比較
30年４月１日現在の市民１万人あたりの普通会計職員数は73.0人で

あり、県内１９市との比較では少ないほうから6番目となっています。１９
市の平均は73.5人であり、当市の人口規模である約１０万人に換算して
比較すると、飯田市の職員数の水準は平均を0.5人下回っています。

（３）定員管理の状況

※【一般行政職】事務職、技師（土木、建築等）　【専門職】保健師、保育士、介護員、教諭など　【医療技術職】薬剤師、診療放射線技師、臨床心理士、臨
床検査技師、理学療法士、管理栄養士、作業療法士、言語聴覚士、その他の病院勤務職　【技能労務職】調理員など

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数および平均給料月額は30年４月１日現在

※職員数は、一般職の職員数です。

１７.１０.１ ２9.４.１ 30.４.１ 対前年増減数
１,４３８ １,５４6 １,５71 25職員数

（２）職員期末・勤勉手当の状況（30年４月１日現在） （３）特別職の給料・報酬の状況（３０年４月１日現在）

（４）職員の初任給の状況（３０年４月１日現在）

○１４年度から特別職の給料月額の削減を実施していま
す。現在の削減率は、市長・副市長・教育長が約５％
です。
○議員（議長、副議長、議員）は、期末手当から報酬月額
の約３％を減じています。

２９.４.１ ３０.４.１ 対前年増減数
７９８ ７９６ △２定員管理正規職員数

単位：人
新行財政改革大綱の実行計画（H29～H32）にお

ける定員の総数管理の基本方針に基づき、正規職員
数は29年４月１日現在の職員数を上限として年度毎に
定員の総数管理を行っています。
※定員管理対象外：病院および介護老人保健施設職員、長期派遣職員、公益的法人派遣、

他団体から給与の負担を受ける職員、長期療休者、産育休者など
Ｈ２９ ７８２人 Ｈ３０ ８０６人（前年比 病院１８人、派遣１人、産育休５人 計２４人）

定員とするもの：正規職員の欠員を業務調整し臨時職員で補っているなどの箇所
Ｈ２９ ３４人 Ｈ３０ ３１人（前年比 計３人）

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
事
行
政
の
運
営
状
況
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お
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事
行
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単位：人

単位：人
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休暇等の種類 取得状況等（２９.１.１～２９.１２.３１） 休暇等の種類 取得状況等（２９.１.１～２９.１２.３１）
年次休暇（有給） 平均取得日数７.８日
療養休暇（有給） １週間を超える療養休暇取得者 延べ７６人
特別休暇（有給） 代表的な産前産後休暇の取得者 延べ９８人

介護休暇（無給） ０人
組合休暇（無給） １人
育児休業（無給） 延べ１００人

飯田市：ラスパイレス指数９７.２（１３番目）　平均給料月額３１.１万円（９番目※）
９０

９２

９４

９６

９８

１００

１０２

２８

３０

３２

３４

３６

ラス指数 平均給料月額（万円）
ラス指数 平均給料

飯田市

普通会計決算額　１２,４５８千円（前年度 １２,３０７千円）　
新規採用職員研修（採用前、体験、接遇、新規採用職員、法務初任者、自動車安全運転、議会傍聴、正式任用前）
年齢別階層別研修（新任課長、管理職マネジメント、課長補佐、係長、キャリアデザイン、人事評価者、政策形成、中堅職員、自治体法務）
選択研修、全体研修（人事評価制度説明会、接遇、メンタルヘルス、市町村アカデミー、長期職員派遣、自主提案、
自主グループ、交通講話、ＩＳＯ管理職、市政経営方針説明会）

※療養休暇、産前産後休暇、介護休暇、育児休業の取得状況は、期間内に休暇等を開始した職員の延べ人数となっています。

※処分件数は職員の延べ人数となっています。

１.
２.
３.

402人
310人
1,023人

延べ参加者数

職　責 職員数 平均年齢 平均勤続年数

部　長 　１２人 ５８歳 ２月 ３２年 ９月
課　長 　４１人 ５６歳 ７月 ３２年 ７月
課長補佐 　６２人 ５２歳 ７月 ３０年 ７月
係　長 １１２人 ５０歳 ４月 ２８年 ３月
役職なし ４４８人 ３８歳 ７月 １５年 ０月

平均給料額
（基本給 年間） 平均手当額（年間） 年収（控除前）

８,４５７,８０３円３,２７４,２２３円５,１８３,５１０円
７,９６８,８７０円３,０８５,１５１円４,８８３,７１９円
７,０５９,３１９円２,４０３,１１６円４,６５６,２０３円
６,５２８,３７７円２,１５６,９７１円４,３７１,４０６円
４,８６９,６６９円１,５００,７１７円３,３６８,９５２円

種 類 概　　　　　　要 処分件数等（２９年度）

分限処分 職員が重い病気など一定の事由によってその職務を十分に果たすことができない場合や廃職・
過員などが生じた場合に、本人の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分です。

分限処分　１６件
（免職０、休職１６、降任０、降給０）

懲戒処分・
矯正措置

懲戒処分は職員の義務違反に対する道義的責任を問う制裁処分です。この懲戒処分とは別に、
訓告や口頭厳重注意などの矯正措置があります。

懲戒処分１件（免職０、停職１、減給０、戒告０）
訓告等　３件

※３０年４月分の平均給料月額は、普通会計決算状況を用いています。　

休暇・休業の状況４

分限処分・懲戒処分等の状況５

主な職員研修の状況（２９年度）３

（５）職員（職責別）の年間平均給与額（２９年度）
〇職員は２９年度末の一般会計職員であり、２９年度中に退職・休職・育児休業した職員と、年度中途採用の職員を除いています。また、
年収額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。

（６）職員給与費の適正化の状況（２９年度普通会計決算）
①職員給与費の削減状況

市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。８年度から取り組んでい
る全職員の昇給抑制、給料表の減額改正、その他給与制度・諸手当の見直し、職員数の削減により、
職員給与費は８年のピーク時に比べ１６.４％削減しています。
②職員給与の県内各市（１９市）との比較
地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための目安となる指標がいくつ

かあります。２９年度普通会計決算に基づく主な指標の県内各市との比較は次のとおりです。

ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部門や企
業職、病院などを除く）の職員の基本給（４月分）を比較してい
ます。１００以下であれば国を下回っていることになります。

○市では、実際に支払われた決算額に基づ
く指標で県内各市と職員給与を比較した
場合、他市に比べて著しく高い職員給与
ではないものと考えておりますが、市の財
政状況などを踏まえ、引き続き職員給与
の適正化に努めます。

２９
年
４
月
分
の
平
均
給
料
月
額
に
基
づ
く

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と

３０
年
４
月
分
の
平
均
給
料
額
の
比
較（
１９
市
）
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ゆいきっず講座ゆいきっず講座飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて…内線５３４６
◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日 ９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）
★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５
★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

断乳・卒乳のはなし
日時：１月２１日（月）　１０：００～（約４５分）
場所：こども家庭応援センター キッズルーム
内容：断乳・卒乳の時期や方法、母親の関わり方など
講師：今村信子さん
対象：市内在住、授乳されている方
※予約不要

虫歯予防のためにできること
日時：１月２８日（月）　１０：００～（約３０分）　　
場所：こども家庭応援センター キッズルーム
内容：歯みがきの方法、歯ブラシの選び方、

気をつけたいこと など
講師：保健課 歯科衛生士
対象：市内在住、就学前の子どもさんを持つ保護者の方
※予約不要

生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係
☎０２５６（２２）４５１１（内線３７３２）　　０２６５（５３）４５４６　　 sports@city.iida.nagano.jp

陸上教室陸上教室
参加者募集参加者募集

陸上競技（駅伝）の普及と選手の育成を
目的に、市内の小中学生を対象に陸上教
室を開催します。仲間と一緒に練習をする
中で、陸上競技の楽しさや、駅伝について
知ることができる絶好の機会です。多くの
皆さんの参加をお待ちしています！

※必要事項を電話、ＦＡＸまたはＥメールでご連絡いただくか、申込書を生涯学習・スポーツ課窓口へご提出ください。

小学校３～６年生、中学校１～３年生（現在の学年）

飯田運動公園 中央広場（三日市場）
※教室の中で、市町村対抗（小学生）駅伝大会（４月２７日松本市で開催）の選手選考を行います。
※初回は教室前にオリエンテーションを行います。保護者の方々もご出席ください。

申し込み・問い合わせ

〒

２月下旬～３月下旬の土・日曜日、祝日など（計７回） 午前１０時～正午
初回教室／２月２４日㈰ 午前９時３０分～正午

７００円

ペース走（比較的遅いペースで一定の距離を走る）、インターバル走（スピード練習）など
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

１月のエコカフェ

★誰でも簡単！刺繍でかわいい小物作り
カウントステッチの針刺し
日時：１月２２日㈫ １０：００～１２：００
講師：三ツ井かおりさん
参加費：５００円
持ち物：糸切はさみ、縫い針、
　　　縫い糸（白）

★中華料理を手軽に！
チャーハン作りのコツを覚えよう
２種のチャーハン・中華スープ・サラダ・ケーキ
日時：１月２３日㈬

①１０：００～１２：００
②１３：００～１５：００

講師：森山哲子さん
参加費：６００円
持ち物：エプロン、三角巾

★おしゃれな小物を作ろう！
～籐つるで作る花かごや小物入れ～
日時：１月２５日㈮ １０：００～１２：００
講師：牧内茂美さん
参加費：１,０００円
持ち物：木ばさみ、エプロン、新聞紙

★バレンタインデーの贈り物に！
チョコを使ったお菓子とミルクレープ
日時：１月３１日㈭ １０：００～１２：００
講師：細井美代子さん
参加費：８００円
持ち物：エプロン、三角巾

★季節を感じる楽しい巻きずし！
～節分の鬼を巻きずしで～
日時：２月１日㈮ １０：００～１２：００
講師：飾り巻きずしインストラクターｍａｃｈｉさん
持ち物：エプロン、三角巾、巻きす

★エコカフェフリー
日時：２月６日㈬ １０：００～１２：００
講師をやってみたい！
こんなことをやってほしい！
などなど、コーディネーターが
皆さんの意見をお聞きします。

「
部
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空
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地
よ
く
」
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が
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コ
ラ
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を
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し
も
う

※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。

１月11日㈮より申し込みの受付を開始します
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

絵手紙講座 
２月７日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸さん （日本絵手紙協会）
内容：先生に教わりながら楽しく描きます。
材料費：200円

冬の鳥たんけん
２月９日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：信州野鳥の会
内容：河原で野鳥を探します。

デジカメ入門
２月１３日㈬　９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島 功さん （飯田市写真家）
内容：早春の花と冬景色の撮影会。　

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
窯焼きピザづくり（もちピザ）
１月１９日㈯・２０日㈰ １０：３０～１２：００受付
材料費：３００円

アツアツ！おやきづくり
１月２６日㈯・２７日㈰ １０：３０～１２：００受付
材料費：３００円

窯焼きピザづくり（チョコレート）
２月９日㈯・１０日㈰ １０：３０～１２：００受付
材料費：３００円

簡単！お面づくり＆豆まき
２月２日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

１月１５日㈫、２１日㈪、28日㈪、２月４日㈪、１２日㈫

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

木育 木のおもちゃづくり（引き車）
２月１１日㈷ １０：００～１２：００
材料費：１,５００円
講師：水上雅彦さん（工房菜や）

おもちゃの修理屋さん
１月１９日㈯、２６日㈯ １０：００～１２：００
場所：なかまの館
講師：玩具の修理屋さん

冬の特別企画

けん玉教室
２月９日㈯ １３：３０～１５：３０
場所：なかまの館
主催：アップルけん玉クラブの皆さん

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

森森大学院（成人向け教養講座）
※対象：中学生以上

※予約制 （公園事務局までお電話ください）

休館日 （１月１５日～２月１４日の期間中）

木の工房体験学習

手作り帽子づくり
１月２６日㈯ １０：００～１６：００
場所：なかまの館
講師：中島久美子さん
材料費：２,０００円

レクリエーション講座
１月２７日㈰ １０：００～１２：００
※１３：00からは
　子どもたちの前で実践します。
場所：なかまの館
講師：ダイラ（公園スタッフ）

手づくりパネルシアター講座（全２回）
２月１０日㈰、１７日㈰
１０：００～１６：００
場所：なかまの館
講師：パネルシアター劇団らぴか☆

れな（公園スタッフ）
材料費：２回で１,５００円

市民の皆さんによる活動

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

初挑戦！デジタル一眼レフカメラ
２月１１日㈷ １３：００～１７：００
持ち物：デジタル一眼レフカメラ

（ミラーレス可）
場所：なかまの館
講師：吉田哲也さん （浪合カメラクラブ）

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
http://kawaranbe.net/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

エンリッチメントＤＡＹ
～動物たちを楽しませよう～
１月１９日㈯・２０日㈰　（雨天中止）
節分イベント
ニホンザルにマメをプレゼント
２月２日㈯・３日㈰ １１：００～
（小雨決行）
ブリちゃんのお散歩
２月２日㈯・３日㈰ １３：００～１３：１５
（雨天中止）
羽しおりプレゼント
２月１４日㈭～１７日㈰
（雨天中止）

ウォーキングを楽しむ
１月１７日㈭ １３：３０～１５：３０
対象：成人
講師：酒井浩文さん （ソウル五輪競歩代表）
内容：かわらんべコースを２周します。

川の工事を体験しよう！
１月１９日㈯ １３：００～１５：３０　対象：小学生以上
主催：天竜川上流河川事務所
内容：工事現場を特別に見学します。

エコ布ぞうり作り
１月２４日㈭ ９：００～１５：００
対象：成人
講師：かわらんべ協力員
内容：手作り「ぞうり」に愛着が湧きます。

あんどん作り
１月２６日㈯ ９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：作って飾ろう和紙あんどん。

冬の星空を科ガーク！一等星を数えよう
１月３１日㈭ １８：３０～２０：００　対象：幼児～成人
講師：吉住千亜紀 （美術博物館）
内容：明るく大きな星いくつ見つかるかな？

お手玉遊び
２月２日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：おしなごの会
内容：作って遊んで寒さを吹き飛ばそう！１月１５日㈫、２１日㈪、28日㈪、２月４日㈪、１２日㈫

※動物のふれあいはお休みしています。
　３月中旬に再開予定です。
ビーバーの巣直し見れるかな？
１４：４５～ ビーバーの活動時間によって、
変更する場合があります。

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

休園日 （１月１５日～２月１４日の期間中）

毎週土日・祝日のイベント （定期）

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

バレンタインに合わせて、ピンク色
のフラミンゴの羽を使った素敵なしお
りをプレゼントします。事務所窓口で
クイズに答えて、正解した人にプレゼ
ントします。なくなり次第終了します。

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

人形劇定期公演【１月】
日時：１月２０日㈰ １０：３０開演
会場：飯田人形劇場　 料金：２００円

オトナのための人形劇講座 ｖｏｌ．２ 「染・織と人形芝居」
日時：１月１４日㈷ １３：３０開演
会場：黒田人形浄瑠璃伝承館　 料金：１,０００円
出演：黒田人形保存会
お話：中島正韶さん（上郷史学会会長）

筒井克政さん（型染職人・筒井捺染工場）
●ちょっと違った角度から「人形劇」を知る企画の第二弾は「染め物」「絹織物」が
テーマ。初春にふさわしい華やかな地域の伝統文化を観て、聞いて楽しみます。
貴重な絹織物や型染めの型紙などを展示するほか、黒田人形保存会による「寿式
三番叟」「鎌倉三代記」の上演、飯田女子短期大学茶道部による呈茶も行います。

●出演は、遠山郷和田の平均年齢７５歳、もう一度輝きたいお兄さんお姉さ
んたち「遠山☆きらり」、昭和６３年に慈光幼稚園ＰＴＡ有志のお母さんた
ちによって誕生した「慈光幼稚園人形劇クラブきらきら座」の２劇団です。

みんなおいでよ！人形劇とうたのお楽しみ会
日時：２月９日㈯ ①１０：００開演 ②１３：３０開演
会場：竜丘公民館　 料金：２００円
●公立保育園の保育士による１年間の研修の成果発表です。

いいだ人形劇まつり「りんごっこ劇場」
日時：２月１７日㈰ ①１０：３０開演 ②１３：３０開演
会場：飯田女子短期大学アカシアホール
料金：２００円
●飯田下伊那のアマチュア人形劇団の皆さんが企画運営する
　人形劇まつり。

人形劇定期公演【２月】
日時：２月２３日㈯ １０：３０開演
会場：飯田人形劇場　 料金：２００円
出演：ＥＮＧＩ家 喜隣（人形劇講座初級コース）

人形劇すずらん（人形劇講座中級コース）
ザ・スリーデイズマーケットシアター
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飯田丘のまちフェスティバルマスコットキャラクター
「ナミキちゃん」

明けましておめでとう！私、年賀状に得意
の油絵でイノシシ描いてみたよ。なかなかの
出来栄え♥そういえば飯田市出身でめちゃく
ちゃ絵が上手な人いるよね。そう、菱田春草！
満３６歳で亡くなってしまったんだけど、たく
さんの素晴らしい作品を描き遺し、国に指定
された重要文化財は明治以降の画家では最
多の４点！すごい！そしてこの端正な顔立ち。
イケメン♥飯田市美術博物館では春草の作
品が見られるから行ってみよう♪菱田春草

発行・編集：飯田市 市長公室 秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１  ●ウェブサイト https://www.city.iida.lg.jp/
飯田市の人口（１２/１現在）■人口＝１０１,８６８人（前月比＋３４）男４８,９２９人／女５２,９３９人  ■世帯数＝４０,０２７世帯（前月比＋９０）

標高３００ｍから３,０００ｍまで、実に２,７００ｍ以上の標高差
を持つ伊那谷には、多様な地質と多様な地形があり、そこに
生息する生き物たちもまた素晴らしい多様性をもっています。
飯田市美術博物館には、そんな伊那谷の中から集められ

た自然コレクションがあります。今回の展示では、コレクション
の中から選び出した選りすぐりの標本たちを紹介します。

開館時間／午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
休館日／毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
観覧料／小中学生…１００円（８０円）、高校生…２００円（１５０円）

一般…３１０円（２１０円）　 ※（　）内は２０人以上の団体料金

●
●
●

飯田信用金庫presents 第１８回萩元晴彦ホームタウンコンサート

中村太地 × 辻本 玲 × 佐藤卓史
スペシャルトリオ

３月２３日㈯
１６：００開演（１５：３０開場）
飯田文化会館ホール
〔全席指定〕
一般 ２,５００円
学生（大学生以下） ５００円

出演：【ヴァイオリン】 中村太地
【チェロ】 辻本 玲
【ピアノ】 佐藤卓史

曲目：シューベルト／
ピアノ三重奏曲 第１番
変ロ長調 ｏｐ.９９ ほか

※未就学児入場不可。託児（無料）あり。要予約３月８日（金）まで。

〔プレイガイド〕
平安堂飯田店・座光寺店／精琴堂楽器店／アピタ高森店／飯田市公民館・
飯田文化会館（平日８：３０～１７：１５）／テレビ信州チケットセンター

（ｃ）Ａｉ Ｕｅｄａ （ｃ）竹原伸治（ｃ）竹原伸治 （ｃ）Ｔａｋａａｋｉ Ｈｉｒａｔａ

Hands up ！
せかいの劇場Ｖｏｌ.７

（ハンズ・アップ！）

両手から生み出さ
れる

想像の世界

２月１６日㈯
１１：００開演 （１０：４０開場）
飯田人形劇場
〔料金〕 大人 １,８００円／子ども（４歳～中学生） １,０００円
　　　 親子 ２,５００円
　　　 ※当日券は各５００円増となります

◉終演後、紙人形づくりのワークショップがあります
参加自由　１０分程度
参加希望の方はハサミをご持参ください

〔出演〕 Lejo （オランダ）
レ ヨ
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